




















































































































































































































































































を 藤 治 といい、３歳に父、７歳に母と死に別れ 孤 児 と
とう じ こ じ
なる。炭焼又五郎に育てられ、その後を継いで名を改
め 炭焼 小 五 郎 と呼ばれるようになった。






その頃、新羅国の都に 真平王 の第３の王女で 善 花 姫 と










る相手がなく嘆き悲しんでいた。 三 輪 明  神 に祈る




















































 華 山 にすむ 知 命 法 師 
げ ざん ち めい ほう し
というお坊さんにお願いした。すると法師はたくさん




































































































王様夫妻はそこに寺を建立することとし、 知命 法 師 に
ちめい ほう し
相談すると、法師は神秘な力で一夜の内に池を埋め、
平地にしてしまった。そこに 弥勒 寺 を建立する。
みろく じ
天台山では返礼として百済の僧・ 蓮 城   法 師 に薬師観音
れんじょう ほう し
の像を持たせて日本に送り、長者は蓮城法師を迎え、
 蓮 城  寺 （ 内山 観音 ）を建立する。




































































４　脱解は、 吐 含 山 に登り、地勢が良い 瓠 公 の家を訪ね、我が家にしようと、偽りの計画を立てる。




















































































































































２２． 『日本書紀』巻第二「神代下　第九段」に「添山、此をば 曾 褒 里 能 耶 麻 といふ」とある。



















みることもできる。武王の幼名は、「 薯 童 」である。『日本書紀』の武烈天皇四年条によれば、百済国の「東城王」を
ま と
「 末 多 王 」としているが、この「 末 多 」は「 薯 童 」の音に通じる。「東城王」について、『三国史記』には「牟大」、『南
ま た おう ま た ま と
史』『南斉書』『梁書』の「百済伝」には「牟都」の子、または孫として「牟大」が見える。『日本書紀』の継体天皇十三年
条に「任那王、 己 能 末 多 干岐 が来朝した」という記録が見え、この任那の「
こ の ま た かんき
 己 能 末 多 干岐 」は、百済の「末多王」（東城王）
こ の ま た かんき
と同系列の名前と見ることもできる。したがって、東城王は任那（伽耶）系統の百済王である可能性もある。『日本書紀』巻
第十六の武烈天皇四（五○一）年条には、「この年、百済の末多王が無道を行ない、民を苦しめた。国人はついに王を捨て
て、嶋王（せまきし）を立てた。これが武寧王である」と記され、武寧王によるクーデターが起きた可能性が考えられる。東
城王が伽耶系の王だとするならば、これによって王統が武寧王の扶余氏系統に移ったことを意味する。こう見ると、『日本書
紀』巻第十六の武烈天皇七（五○四）年夏四月条に、「前に調をたてまつった麻那は百済の国王（武寧王）の骨族ではありま
せん」と、麻那王が武寧王と違った別系統の王として記されているのも納得のいくところである。また、東城王の子を「麻那
王」と見ることもでき、「麻那王」は父の東城王の失脚後、日本（大分）に移り住んだことが考えられる。「真名野長者伝
説・物語」では、「真名野長者は、百済国の柴守長者で、日本に生まれ変わった」とあるが、この叙述は上記のような史実の
反映ではないのかと、考えている。が、これについての詳論は別の機会に譲ることとしたい。
付記
本稿は、大分県三重町町民大学講座（２００１年９月２０日）、「真名野長者物語と韓国の炭焼長者」の講演の草稿をもとにして作
成したものである。私の拙い講演にもかかわらず、席上活発なご意見をいただいた三重町文化財保護委員長の上野卓男先生と町
民の皆様方に深く感謝申し上げる。また、三重町との良いご縁を作っていただき、三重町の真名野長者伝説地などのご案内をし
ていただいた郷土史家の芦刈政治先生、三重町訪問時にいつも暖かいもてなしと資料の閲覧などを快く許してくださった蓮城寺
の大観ご住職夫妻、前大分県立野津高等学校校長の左藤芳延先生などにも深く御礼を申し上げる。また、「講演会」「真名野長
者伝説フォーラム」などの折には、三重町教育長の玉田義征先生、真名野長者伝説研究会（田中啓信会長）の皆様と三重町役
場・企画振興課の赤嶺信武課長と左藤文紀補佐にもひとかたならぬお世話をしていただいた。あらためて深く感謝申し上げる。
ポリグロシア　第８巻（２００４年１月）
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